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§１．研究成果の概要 

   

 本研究では、伸縮性半導体・導体材料・プロセス技術の開発により、次世代ウェアラブルデバイス

への応用が可能な高性能な伸縮性ダイオードを開発することを目標としている。2020 年度は研究

環境の構築と透明伸縮性導体の開発に取り組んだ。 

 2020年度は、実験装置の選定・導入を含む研究環境の立ち上げに専念し、半導体パラメータア

ナライザや材料実験用のドラフトチャンバーなどを導入した。2021年 6月末には全ての装置の立

ち上げと運用が完了する計画になっている。2020年 12月には研究代表者が発起人兼代表として

立ち上げたフレキシブル・ストレッチャブルエレクトロニクス若手研究者の会において、オンライン研

究会を主催し海外からの招待講演も含め大きな成功を収めた。10以上の国内の大学から 50名以

上の研究者が参加した。2021年 6月に第二回の研究会を開催する準備を進めている。本研究会

で構築した人的なネットワークは今後のさきがけ研究を加速するものとして期待される。さらに伸縮

性エレクトロニクスに関する研究で、電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞奨励賞を受賞し

た。 

 2020年 4月に研究室を開始したが、2021年 3月から第一期生となる学部生４名が正式に研究

室に配属され、当初の計画にあった伸縮性ダイオード用の高分子系伸縮性導電材料の開発に取

り組んでいる。これまでの材料開発の結果、100 S/cmを超える高い導電性とクラックフリーで１０

０％以上の伸長性を併せ持つ材料の開発に成功している。さらに本材料は数十マイクロメートル単

位でパターニングをすることもできることを確かめた。本材料は透明性も非常に高いため、発光ダイ

オードや太陽電池などの応用にも非常に適している。 
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